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1963年における観測ロケットの計画

字、 1」 英　　夫

　　　宇宙観測に使用されたカッパ系ロケット

　1963年3月末までに，東大生産技術研究所SE研究

班を中心ζする日本あ観測ロケット砥究グループが完成

し，宇宙観測忙使用されたカッパ・シリーズは下の5機

i毬である｛第1表），

　　　　　　　　　　第　1表
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　これらの相対的な大きさの比較は第1図に示されてい

るとおりである．第1表中でK－9Lの高度350／110の

意味はこのロケットは，3段式で第2ブー一　一タの最商

々度が25　kgのpayloadで110　kmであり，またlast

stage　recketの高度が12　kgのpayleadで350　kmの

意味である．すなわちK－9Lは25　kg　payloadで高度

110’kmのロケットと，12　kg　payloadで350　krn高度

の二つのロケットを同時に打ち上げたときequivalent

になる．ただしこの場合は，テレメータ系，レーダ系，

光学観測系等，地上施設がダブルに必要なことは串すま

でもない．

　1963年5月現在までに打ち上げられた機数は

い

　　　　　　　　　　ヱ　
K－6H　　K－SL　　K一芝｝　　　κ一9し　　　K－9M　　　　L－2

第　1図

し一3

　　1〈－6系（K－6H，K－8Lを含む〉：　20機

　　K－8系（K－9Mを含む）　　：　13機
　　K－9L　　　．　　　　　　　　　　　　：　　　2槻

　　　　　　　　　　　　　　　　　総副’35機

で，これは1958年6月（IGY）から，1963年5月ま

で，通算5年間の集計である．搭載されたpayloadに

K－6が平均12　kg，　K－8で45　k9，　K－9　Lで37　kgで

あるから，通算5年間に打ち上げられたpayloadの慈

量は

　　　　　　　1く一6系　　　252　kg

　　　　　　　K－8系　　　585kg
　　　　　　　K－9L　　　　　　　　　　74玉｛9

　　　　　　　　　　　　　雪十　　911kg

に達し．これらで観測されたそれぞれのflight　records

は

に示される．

第2表
第3理ミ

第4表

K－6

K－8

K－9

fi　ring　records

〃

〃

　また各年に打ち上げられた機種の大きさと数を一目で

判るようにしたのが第2図である．

　第5i表はKappa・seriesロケットの結果一覧である．

　　　　　　　　　今後の計画

　以上がKappa－Seriesの成果をまとめたものであるh：，

これらの打上げ実験を通して得られた観測ロケットの

今後に要求されるspecificationは，（1）payload（2〕

altitude（高度性能）　（3）economical　factor（経済蜘

　　　、．　　（4）安全性　・　｛言頼性　　（reliabil量ty）　　　　（5）カロ速度

　　　　　　〔accelerat1。n＞である．ニオtらについて考えて

　　　　　みると，

　　　・　　〔1）payload（計器搭載量）IGY当爵

　　　　　　は，小型ロケットで小さいpayloadのもの

　　　　　でsi・91・pu・p。seのものがよいと考えら～1

　　　辱　ていた・
　　　ヨ　　NASA（当時はNPL　IのNewell　likな　t’・

　　　　　　も二の意見の代表的な指導者であったと恕

　　　　　　う．しかしIGY以後，ノ、工衛星の打上げ・

　　　　　多数の観測ロケットによる観測デー一タの蓄預

　　　　　　とともに，この傾献漸履わって，多項目

　　　　　の同時観測の方向になってきた．こオ・ば宇雷

M・－3　　　物理諸量の相互関係が問題になってきたt

　　　　　あで，たとえ蝿離層磯でも，イオ7SUt
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第　15　膣　　角τ　7　・弓・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　2　表　　Firing　Records　of　Iくappa－6

　バ　ピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ　　n　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　ロ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　コ　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　Date　of　Fir互ng　Name　of　1～ocket　LauncIユillg　Angle　of　Altitude　Flight　　工nstruments

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　Time　　Launcller　（Km）Duration

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＄ec）

ユ16J・n・195B’ j－VI－1　　11・36　75・　　　　　F］ight　Te、t

185

2　20Ju・－958　K－Vエー2　　15：ユ5　78D　40－50　20。“　Flight　Test
一一「一一’”．’丁’髄1－一｝一’ @　　　J－「Tfi．凸一一L一一一’一一一r’一”v－．”・Trt・’．’・・一・－L・…　一一一・一一・一〒・一・¶一．邑．r剛．＿＿　　　　　　　　　　　 ＿囲凹」一一．占＿．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TemPeratu［e

　3　　24　Jun．　工958　　K－W－T訊7－1　　　ユo：51　　　78°　　　25　　　　21∬　　and　WiIld

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Temperature

　4　　　30　　JlコTl．　］958　　　K－VI－T、v－2　　　　ユ6：52　　　　75°　　　　　45　　　　　　75”　　　and　XVind

－　　　　　　　　　　　　　　．．　　．　1　　　　コn　　　．．一．一一　．一　一．　．一．一一　一一一一一　1　F．　1　　■「■■七山　　　　一一　一一■　■一一一　一　■■隅　¶　■　rr　　－一　一　　　　　　　　　　　　　　　凸　■　一■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．　＿．．　一．．　｝．＿　　一．一．．　．　　■　一　　．　　一　　一一一一

5　　12　Sept．王958　　1｛－V工一3　　　　　　コ0：31　　　78°　　　40　　　208∬　　Fiight　Test

－．一　一一一一　　　　　　　　　　一一一一　　　　一　「　陶゜1一幽一一一一　．．一一一一．．．門『一　　」「・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　－　r－一ヒttNvr．　．」」．．白．．一．．＿一＿＿r＿v－＿　　　　　　　　　　一＿．一，　F，　，『¶u　．，　．，」

　6　　14　Sept，］．958　　K－VI－・1　　　　　　11：40　　　78°　　　4e　　　207n　　Fljght　Test

　　
　コ 　　　T

@

725Sept．1958　K－VエーRS－1　14・50’78・　40－5G　］4。・　S。lar　R、di。ti。n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TeTnperature

　8　　　25　S（lpt．　195呂　　　1く一V工一T、V－3　　　　11：55　　　　78°　　　　　50　　　　　100’　　　and　『tVind

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Temperature

9　　26　Sept．1958　　K－Nq－TW－・1　　　12：50　　　78°　　　60　　　10『　　　and　W圭nd

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pressure　and

10　　28　Sept・　ユ958　　　K－VT－CP－1　　　　】2：05　　　78°　　　　36　　　　205’　　　CosJnic　Rays

ll　　29　Nov．　195B　　　K－11T－RS－2　　　　12：05　’　78°　　　　40　　　　130’　　　So1ロr　Radiation

一一一゜”一’一幽一’一゜”幽一’一一一゜一 @　　一一”　1’°一　　一〒－m昌一一゜°’．－F一一’°幽一一一’一一一一’一一’°一一¶〒閣r－－」門．一一一＿．一＿．一＿．＿．＿．＿＿一一．胃．．．＿＿．｝一＿｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pressure　a’nd

12　30N。・『・1958　K－VI－CP－2　13：00　7B⊃　49　230声　C。smic　R町s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Temperalue

ユ3　　23　Dec．　1958　　1｛－VI－TW－5　　　12：03　　90コ　　　60　　　120’　　and　Wind

14　　　17　　｝㌧｛ar．　1959　　　K－XηE－RS－3　　　　　ユ0：35　　　　8eo　　　　　56　　　　　240「　　　S〔｝1臼r　］Radiation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Teniperature

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
15　　18　Mar．1959　　K－、1『【－TW－6　　　11：‘i5　　　BOo　　　50　　　工04”　　and　Wind　　　　　　　　　　　　”

ユ6 】9　Mar．

’ユ7　　　20　　Mar．　1959

18 17　Sept．　1960

ユ959　　　　K－VI－RS－4　　　　　　ユO：　ユ5　　　　　78e

　　　　　　　K－VI－TW－7　　　王1：50　　　80：

　　　　　　K－6－TW－8　　　11：47　　　80t

19 29　　S¢pt，　ユ960

50 2】5t

lo4’

Sol乱r　Radiation

K－6H－1－TW－9
　　一　一　

．　一　一　 rr　．　顎　　一　＿　＿　▼　＿　＿

23　Aug．1962　　k’一一6S－一］．（K－8L－1）

ユ1：46

2e ユ6：15

50

Temperatt】re

and　XKi　ind

　　　　　　　47

78s　　　70

80：　　ユ73

228’

Grenades　Temperatue
and　W’ind　Experiments

270’

Grenades　Ternperature

昌nd　Wind　Experiments

424’ Fllght　Test（KSC）

第3　裏 Firing　Records　of　K－8

　No．　　　　Date

K－8－］　工1　JulV．　　］960

Time

Launching

　Angle
　　（deg）

Penk　Alt，

　　（krn）

F］｛ght

Tlme

Pav－

］oad

（kg）

工tellユ三　　〇f　　Obser、ration5

ユ3：24JST 73° ．150 380 35 Flight　Test，　Acce】eration

Dece1ピrat「on　Temperature

Str自in5

K一呂一2　17　Juコy．

N　＿t＿K－8＿3　’i2

｝960 3：　11　JST’　　　78［｝　　　　　　　182　　　　　　4工3　　　　　35

Sept．　1960　15：3［JST

　　　（COSPAR）

80° 200　　　　　　440　　　　　35

F】｛ght　Te5t

Pre】iminary　Test　of　Ion

PI’ob自

Po5itiveτon　Dei］Si’　ty

and　Co§mic　RaV

In書¢n＄ilv
　　　　　　亭
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K－8－4　26　Sept．　1960　20：25　JST

（night）

78° IS5 433 35 Positive　Ion　D巳nsity

自nd　Cesmic　Ray

Inten5ity
、

K－8－5　27　March．1961　ユ3：08　JST 79°　　　　173 419 45 Ion　an〔i　E！ectron　Density

Electron　Ternperatur’e

and　Air　G］ow

K－S－6　18　April．　1961　21：27　JST　　soe

．（COSPAR）　（night）

150 376 45 Ion　and　Electron　Density

Electron　Temperature
and　Air　Glow

K－8－7　21　July．　1961　ユ2：42　JST

（COSPAR）

8D° 100 410 54 1on　and　Electron　Density

Electron　Temperature

and　Air　Glow

K－8－S　24　0ct．　　1961　12：58　JST

　　　　　　　　　（COSPAR）

81母　　　　　　200　　　　　44｛〕 31 Two　Ion　Probes，　Electron

Probe　P］asma　Probes

1｛一呂一9　　30　　0ct． 1961　2G：ユ3　JST 81° 175 407 45 ’IXvo　lon　Probes，　Plasma　Prebe・

Electron　Probe，＆Two　Air

Glow　Meters

K－8一ユ024　May，　1962　ユ9：50　JST 81° failUi’e tlo Two　Ion　Probes，　Resonance

Probe，　Electron　Probes

Eユectron　Dens祀y　Probe，　Plane・

Probe，　Geomagnetie　Aspecと一

meter

1く一9M－125　Nov．　1962　1ユ：01　JST 7sa S巳cond　stage

圭gnition　failed

40 Two　Resonance　Probes，　one

p！ane　Probe，　on｛三Mesh　Probe，．

Acceleration，　Deceleration，

Vibration，　Strain，　Temperature・

Gauges

K－S－1118　Deo．　　1962　14：03　JST 79° 202　　　　　　443　　　　　40 Cosnlic　Ray　C。unters，

Geom日gn虻ic　Aspectmeter，

Radio　Noise　Propagatie】ユ

K－9玉ぜ一2　201Cay　1963 11：09JST
et　g　e 3妬　　　　620 50　　　Geomagnetic　Aspectmeter

　　　　　　VLF　and　MF　wave　ln

　　　　　　ionesphere

K－9L一ユ

date

1　ADri1

K－9L－2　26　Dec，

第　4　衷　　F1ヨght　records　of　Iく一9

196ヱ

1961

time

12：25　JST

ユ4：es　JST

launching

　angle

80°

80e

：－a　nge

Akita

Akita

　　　　　pay】oad　　　a】titude

K－9L－1　　11，3集｛g　　　　350　km

K－9レ2 25　kg 350　km

time

630　sec

630　sec

item　of　observation

acceleration，　deceleration，　tenlperature，

te】emeter…ng　system

resonance　probe　for　el已ctron　density，

自cceleration，　temper自ture

・tt子密度・電子温度・電場・磁場等の同時観測が要求

される．

　また太陽観測でもsun・f。11。we・による太陽のガン

マ葦豪ま鑑影などの場合亡よ，　single　purp｛｝seでも　payload　の

大きいことが要求される．前表で性能からはK－9Lが

350kmの高度をもつのにわずか2機しか要求されてお

らず，K・－8型が圧倒的に多いのはレK－8のpayload　40

大型化に進むという結論がでてく

　（2）経済性（economical　factor）

究のようにcostのかか

にあっては，特に重要な問題であって，経済性か筋

ると　（payload，　x（altitude）×（number　of　firlngs）×

（success　percentage）をmaximurnにすること．すkb

ち，

～50kgがK－9　Lの12　kgに

比ぺて大きいからで，高度性匿

200kmというK－9　Lに対する

劣勢をcoverしているからで

ある．

　すなわち，現在一番要求さ11

ているのは高度性能ではなく，

payloadである．すなわち・

high　payl・・dである．この便

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆづ1句から考えると，今後の観測ロ

ケットは直径の大きくて，全重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ量も大きく　payload　も大きい

　　　　　　る．

　　　　　　　　　　経済性は字宙斎

る研究では，　日本のよ5な函情

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え
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第王5趣　弟7号

1956＃19ラり年　　19　OD　’‘手・　　　　19bl主手　　　1962年　　　 19b33　　　　　　　　　　1964SEF

　　第2図　日本のtrまでに打ち上げた宇宙観測ロケットとこれから打ち上

　　　　　　げようとしている宇宙観測ロケット

第5i麦　Ba51c　Data　of　Kappa・Serie5　Sounding　Rockets

187

　Xaロユe　　　　　，　　K：－6　　　　　1｛－51・I

rir飢Flight　　　　Ju【ユ．ユ958’Sep．1960…

　　　　　　　　　　　　　　　　1T°lal　Lヒ噌1pm）i・・6　…

　　　　　　　：　laN’，

w臨mm）　25。　250

Tα旦1Weigf。）．・6。　33。

＆〔⑪nd　Stage

　Rooket　　　　　　　3．5　　　　　3．3
　L｛訂igth（m）’

　、Veight（1｛9）・　　　83　　　　　　89

　Dianieter　　　　　ユ55　　　　　155

．K－8L（K－6S）i　K－8 ．K－9　M（K－8H）1王（－9L
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

ヤ翻罷輩論］37。nlisユ46。　m，ts

Ma）：．　Aceeiera暫

　　　　tioロ
Flight　Tlme（5已c）

g、t－＿．＿＿－1．．¶．＿＿＿＿＿

299　　　　279’

別　　．　　95

Aug．1962

　7．3

250

337

3．8

　　92

　160

2210　m∫s

439

440

　　　　LiJuly．196｝i　Nov，ユ962
　　　　‘
1　　11　　　　　］1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

I　　　425　　　i　　　　　425

1　　　　　’

l　　　　　　l
：　　ユ，500　　i　　　　ユ，4eo

I　　　i
　　　　i
…　　4．7　　i　　　5．4

［32－　33。
　　　　　　　　　　
i　　　245　　　i　　　　　250

1　　　i
　　　　　　2800nlls｛2040m／s　，

125gi　469
L－44°i－6°°

lApr．1961
i
i　　1王

i

i425
iユ，600

1third　stage

、rocket

l　3．4．
1

≧　　98

：　150

：2750］m／s

1　329
i
　630sec

　　第6表　　Specific　Cost　per　l　kg　Payload　to

　　　　　　100　km　Altitude

　　　b・K－6・琶翻望一11X1。・－S3。・…

　　　b｝・　K－8・毛鑑三砦1一脚。・－S3。・

　　　b・L－2・端9繋一￥2脚。一＄75

　　　　　　　戸1覧otal　　｛：）⊂〕st

　　：Pavload，N｛Ahitudo、ンd　Number　of
　　　　プ
　　　蹄e品｛：6』｝瓶弊r’Minimum

　　
撃kり

1’－ 狽b」こと「三｝　二の　econ⑪mical　factor　l二つL・て，　芽∫

5表にK－6型，8型，レ2型の3機種によって1kg

臨・dを10。k皿の高さまであげ≠。ときに必要な

　CO5t　をノ」」…－『婁一．

　　これでみると，K－6を工lcg

　pay］oadで100　kmの高さに

　あげるには約！．OOO万円，そ

　れが8型になると1⑪万円，

　L－・2になると　2万7千1刃とい

　うことになって，ロケット．の

　直径の増大とともに経鋳性は

　いちぢうしく増大するという

　傾尚II二なる．

　　二のイ頃i向力・ら考えるとec・

　enornical　factorからの観測

　ロケットの直．径は当分の問大

　きい方向に進まざるを得な

　い＋

　　（3　IJ安全性と信頼度

　陰afety　and　reliability）　　日巧茸

冒のように人口密度の多い国で

　は安全性の問題は極度に重要

　である．このことは，K－10

　型の異常飛しょうによって起

　きた当時の事件を考えてみれ

　｛ま，容易t’こ蚕詫定されること・看

　あって，ちなみに秋田実験場

　における住民家屋の最短距離

　は250mである．また鹿児

　品実験場ではそれが1kmに

　すぎない．これはアメリカが

　観測ロケフト研究をstartし

　ノニ頃の　XK「hite　Sand5　‘こお1ナ

　る　100　km＞（100km　あるい

　はCape　Canaveralの200

　km×300　k皿いよううた5c田e

　の大きい発射場に比べてわず

か1kmのsafety　distance（安企距離）しかもたないと

いうことは，極度に信頼度のある安金なロケフトを闘発

する必要があるということを示している．

　ところで，ロケットの失敗峯あるいは成功率と直径の

問孫を調べると第1式に示すようにtロケットに幾しょ

　　　　∫C・去ρV・S・dZD，、

　　　　”h1爵葦6f－｝。醸葛正”旧門㏄男r㏄万＋＋……’”（1）

　　　f・il・・e　p・・ce…g…古

う実験のfailureを起こす一つのfactorである空気との

摩擦による熱の問題，あるいは空ヌて密度の高い所におけ

るロケットの尾翼その他にかかる加重の問題は，空式抵

抗に比例し，それから一方それをうけとめるロケットの

massは直径の3乗に比例するので，したがって成功率

17



1S8

を大きくするためには，dlametorを大きくするというこ
とが醸・・な1・，あるL・劇・・f・il・・ep・一・・g…頁古

に此例するということになる．この意昧からもreliabil｛ty

をあげ，発射の安全度をあげるために，ロケットの直径

は大きい方向に向かうことになる、

　（4）加速度（acceleration）　加速度に対する検討と

して搭載する計器に対しては，小さいGが好ましい，従

来のカvパロケットの加速度はせいぜいユOG～3DG程

度であって，この意味ではアメリカの観測ロケットに貝ニ

ベていちぢるしくIow　Gであり，計測器に対する関係

においては好ましい状態にある．また，空気の濃密な所

を遜りすぎる問のaer。dynamic　heatin99；1気加熱の問題

にしても発射の10wGが望ましい．ところが，風に対

する分散，いわゆる横風によって較道が変化する風分散

の彩響を考えるとhigh　Gが望ましい．

　ことに気象ロケットのような小型で風の影響をうけや

すいロケットには，この風の分散による軸道の変化が問

題になってhigh　Gが好ましい．

　以上加速度に対しては高・．低両方が要求され，適当な

値が必要になってくる．カッパロケットでどの程度の加

速度を持っているかは第5表が示すようである．

　以上総合すると，カッパロケットの性能を向上してK

－6をK－6Hにし，さらに性能向上して8L型にす

る．あるいはK－Sを性能向上してK－9M型を作ると

いう努力と同時に大直径engineの開発が今後要求され

るということになり，このために二つのboosterの開発

が計画されている．

　第1はLarnbda計画といわれるもので，これは直径

735m／mのengineを開発し，これをbOosterとすると

ころのroeket　seriesすなわち観測ロケットのLambda

Seriesを開発することである．そのLarnbda　rocketに

ついては別項・Lambda　rockρtのゴ世上エンジンの開発

の項を参照されたい．

　Lambda　r。cketの直径を735　m／mに決めるにあた

ってはoptimization　sy5tem　engineeringの広箱な研究

が行なわれ，直経400　rn／rnから1皿におよ

ぶ広範な直径のsuryeyが行なおれた．こう

してoptirnization　studyの結果，直径735

m／rnのboosterを決定したわけであろ，別

項のように，L－735と呼ぼれる径735の地

上試験はユ962年をもって全部終了した．

1963年に入って，さらに大きなdiameterの

ロケットを麗発するたあにLD班という特別

の駈究班が作られた．LD研究班は過去2年

以上の長い班究期間を通じて735　rn／m直径

のLambda　bOo5terにっつく次期のbOoster

の直径をどのくらいの大きさにすべきかにつ

いて検討した，その結果直径はL3mから

生　産　研　究

1・5mの問が。ptimizati。n・yst。m　e・gi・。・・i・gの点力、

ら」敵なりという結諭がKi，　bれ・ここで撮終的に1よ直

従1．4mと決められた．

　1963年では・そのMuのengine長さを1／3にした

ものおよび実際の長さの2／3にしたものの2機の予算の

配布をうけたので・M・b。・・t・・の第1次・第2次の地．

上試験が行なわれる計画である．Lambcla　beesterが完

成することによって・2段式為るL・は3段式のL－・2　ew

とか，L－3型とも称すべきロケットの開発が行なわれる

であろうし，Mu　boosterの地上実験が終了すれば，こ

れを使用したM－1・M－2，M－3，　M－4ともいうぺき各

多段ロケ’yトが計画されるであろう・本年1963年に計

画されているのは・L－2，L－3と呼ばれるロケッFで，

L－2は735・m／m　b。・sterに420・m／rn直径をつけたすtt

わちKappa　Seriesのboosterを第2段目のロケッFと

した2段式ロケットであって，この性能は200　kg近い

payleadで高度500　km削後と考えられている．　pa｝・Ioad

100騒9等の場合には600－700　kmの上昇が期待されるで

あろう．　またL－3はL－735を第工boosteとし，それ

に420m／皿engineの径のものを2段につけた3蹟式

ロケットで，この高度はまだ研究中の段階にあるけれど

も，20－40　k9のpayloadで1000　kmから2000　kmの

間の高度，すなわち10〔Okn1以上の高度が期待されてい

る．

　また，Mに・ついてはMのfull　sizeの地上試験が19N

年に行なわれ，それが終了すると，1664年から65隼

にかけてMboosterを作った多1段式ロケットの発財が

行なわれるであろう．かりにMboosterの長さを変え

たものを第2段目‘こ｛吏L・，第3段目から　Lambda　Seri臣

のLambda　boosterを使ったものをっ｛ナたM－3という

3段式ロケット，あるいはその最終穀階に球型ロケi7ト

を入れた4段式のロケットを計画する．その4員式ロケ

ットM－4は，ごく簡単なestimationの結果では40

k9のpayloadで高さ18，　DOO　kmに上昇させることが

て三きるという結轟毎になる．　このM－－4rocketはその高

第　7表
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190

度性能が地球の半径6，700kmをはるかにoverするか

ら，．A　strody　namicsの原則からして人工衛星を顧道にあ

げることが可能な力をもっているといえる．

　つぎにこれらのロケットの計画が今後どういう風に進

むであろうかということを第7表にあげる．

　｛5）これらの研究に対する施設　第4図に示すよう

に実線の中にあるのはすでに完成された設備で，点線の

中にあるのは3S年度以降予算要求し，これから作るも

のである，いいかえれぽ第4図の点線が，実線になった

　　　　　　　　　　　　能代実恥場

侃害嵐凪再

超h．誼風IH

幌哉弧．哩“眺室

［一：1テスト只タ｝F
オこ　　部
第・・計測三｛｛

1テ只ト乳タ｝阻1上l

l第二計澗室
1笛rl．㍉ii1藷H室

宇宙電r・工’F軒

託：弄吊既窪竃

計．瓢最1『究：｛1

ilt撃加旺…誠駐｛控謎

ifl幣落下試駐叢置

一J“　」，’描1撃波管

環岨試験農置
逮心力試験機

1姿勢制御系試験i旋置1

Kランチーt

Lランチャ
1］1ランチt

KL組立墨
し遡組享室」

18］1’アンテナ受偉室

　4蕗’イ」アンテナ受信≡壼

　1素子アンテ十受儒室
112詔ζ司「・アン引テ号幽・旦ゴ‘重歪軽1

噛全軍填鼻二＿＿一一一一一」

「；早写厨蓬蕗芝ジ済＝1

　　　●
　　　　　　むロ　ヒロロ　　　　　　　し　
　　　　糠糎f旨≦ごTンテナ1

　　　　」4Mレーダ
　　　　■簿線司全藍置
　　　　L≦舅垂聾i＿璽＿＿＿＿＿＿、＿＿＿」

短距離用1．5Mレーダ

長距離用4Mレーダ
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‡保安腎堪レーダ
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1倉　　　　llY　，［

第4図

生　産　研　究

あかつきにはM－4型までの発射力：可能であり，また，

M－4型までの人工衛星の打ち上げも可能であるという

ことになる．

第4図で能代実験場はエンジンの1｝醗試騒センv・　一一で

あり，秋田実験場は道川にあって従来小型ロケットの打

ち上げ実験場に使用されたが・これからは大型ロケット

・ラムダおよびミューの機休の開発センターとして再発

足する、千葉実験場はロケットおよび人工衛星に撚殺さ

れゐ計測器の開発試験センタ　・一として楚備中であ1），現

　　　　　　　在環境試験装置が完成されつつある．ま

　　　　　　　た小型テストスクンドが設置中であり，

　　　　　　　遠心力試験装置が完成し，3B年度に姿

　　　　　　　勢制御系の試験装置を製作する予定であ

　　　　　　　る，鹿児島実験場に1よ七つのセンターが

　　　　　　　あり，そのほとんどはラムダロケットリ

　　　　　　　発射までに施設の計画が終了している

　　　　　　　が，これにさらに点線の枠にあるM系の

　　　　　　　ロケットの発射に対する施設を合わせれ

　　　　　　　ぽ，ここにM計画までの施設が全部完了

　　　　　　　する．青ケ島には新しく観測所を設け，

　　　　　　　ここでテレメーク電波受信ならびにラム

　　　　　　　ニダおよびミューロケットの航跡を追跡す

　　　　　　　るレーダをここに設ける．以上の計画

　　　　　　　は1967年までに実施可能であり，すな

　　　　　　　わち日本がもし人工衛墨をあげるとした

　　　　　　　ら，その時期はig67年となろう．ま

　　　　　　　た，そのための人員計画，設備計画，ロ

　　　　　　　ケット自体の計画t：すでに・今日順謂に進

　　　　　　　んでいるといえる．

　　　　　　　　〈6）計画促進のための組織　以上の

　　　　　　　厨究を推i進するための研究組織をいかに

　　　　　　　すべきかについての答えが組織であって

　　　　　　　（第3図），束京大学を中心とするSE　｛”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“ロ　　　　　　　織が東大のみならず，各大学研究所‘厘

　　　　　　　業界と結び付きをもった全日本的組績で

　　　　　　　あることを示している。

　　　　　　　　　　　　　　（1963　年5月　20　日受…呈）

日本の宇宙観測ロケットのための現在の股備，

施設とその将来計画
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